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１．目 的 

コマツナなどの非結球アブラナ科野菜では、アブラムシが発生して問題となるが、これ

らはマイナー作物であるため登録農薬が少なく、薬剤のみに依存しないアブラムシ防除法

の開発が必要である。ナミテントウはアブラムシ類の天敵として知られており、捕食能力

が高いことから生物的防除素材としての開発が期待されている。しかし、飛翔能力が高い

ため､放飼しても成虫が飛翔していなくなってしまうという問題点があった。そこで、飛ば

ないナミテントウ同士を交配して作出された「遺伝的に飛ばないナミテントウ」を用い、

コマツナにおけるアブラムシ類の防除効果と被害軽減効果を調査した。 

 

２．方 法 

露地栽培コマツナにおいて、飛ばないナミテントウ成幼虫の放飼と目合0.8㎜防虫ネット

のトンネル被覆の組み合わせによるニセダイコンアブラムシの防除効果を調査した。また、

施設栽培コマツナにおいて、飛ばないナミテントウ成幼虫の放飼と目合1.0㎜防虫ネットの

ハウス開口部被覆の組み合わせによるニセダイコンアブラムシの防除効果および被害株率

を調査した。 

 

３．結果および考察 

露地栽培コマツナにおいて、飛ばないナミテントウ成虫を 2 個体／㎡、1 回放飼したと

ころ、ニセダイコンアブラムシ数は無放飼の 11～16％に抑えられ、防除効果が認められ、

成虫の定着も認められた。また、飛ばないナミテントウ 2 齢幼虫を 10 個体／㎡、2 回放飼

したところ、ニセダイコンアブラムシ数は無放飼の 10～29％に抑えられ、防除効果が認め

られたが、2 齢幼虫の定着は認められなかった。 

施設栽培コマツナにおいて、飛ばないナミテント

ウ成虫を 2 個体／㎡、1 回放飼したところ、ニセダ

イコンアブラムシ数は無放飼の 11～19％に抑えら

れ、防除効果が認められ、成虫の定着も認められた

（第 1 図）。また、飛ばないナミテントウ 2 齢幼虫を

10 個体／㎡、2 回放飼したところ、ニセダイコンア

ブラムシ数は無放飼の 2～7％に抑えられ、防除効果

が高く、2 齢幼虫の定着も認められた（第 1 図）。さ

らに、ニセダイコンアブラムシによる被害株率を調

査したところ、無放飼区では 82％、成虫放飼区では

66％、2 齢幼虫放飼区では 32％となり（第 2 図）、飛

ばないナミテントウ放飼による被害軽減効果が明ら

かとなった。 

今後は、飛ばないナミテントウとそれに影響のな

い農薬を組み合わせたコマツナの総合的害虫管理体

系の確立を目指した研究を推進する必要がある。 
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第2図 飛ばないナミテントウ放飼が施設コマツナのアブラムシ被害
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第1図 施設栽培コマツナにおける飛ばないナミテントウ放飼
によるニセダイコンアブラムシの防除効果
▼は幼虫放飼，▽は成虫放飼を示す。
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